
〒 162-0814 東京都新宿区新小川町 9-1  Tel: 03-3260-6148 / Fax: 03-3260-6198
HP：http://www.shinkyo-pb.com, email： sales2@shinkyo-pb.com新教出版社

一般財団法人キリスト教文書センター
1957年7月17日第三種郵便物認可

2020年9月1日発行（毎月一回発行）第753号

ISSN 0286–7001

一
九
五
七
年
七
月
一
七
日
　
第
三
種
郵
便
物
認
可

二
〇
二
〇
年
九
月
一
日
発
行（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）

本
の
ひ
ろ
ば
　
第
七
五
三
号
　
二
〇
二
〇
年
九
月
号本

のひろば

本
の
ひ
ろ
ば

2020–9

September
20209

［
月
刊
］キ
リ
ス
ト
教
書
評
誌

発
行
所
　
〒162-0814

　
東
京
都
新
宿
区
新
小
川
町
九
–
一
　
一
般
財
団
法
人
キ
リ
ス
ト
教
文
書
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
電
話
〇
三
–
三
二
六
〇
–
六
五
二
〇
　
振
替
〇
〇
一
七
〇
–
五
–
一
一
六
七
九

発
行
人
　
金
子
和
人
　
　
編
集
人
　
土
肥
研
一
　
　
印
刷
所
　
㈱
平
河
工
業
社
　

発
売
所
　
日
本
キ
リ
ス
ト
教
書
販
売
株
式
会
社
　
電
話
〇
三
–
三
二
六
〇
–
五
六
七
〇

 ⁃ 

出
会
い
・
本
・
人

書
物
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
　
岩
村
義
雄

 ⁃
特
集「
疫
病
と
歴
史
」を
学
び
直
す
な
ら

こ
の
三
冊
！
　
村
上
陽
一
郎

 ⁃
本
・
批
評
と
紹
介

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス 

著
／
佐
藤
真
基
子
、
片
柳
榮
一
、
水
落
健
治 

訳

　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
著
作
集
第
19
／
Ⅰ　
詩
編
注
解（
３
）　
山
田
　
望

Ｗ
・
フ
ー
バ
ー 

著
／
宮
田
光
雄 

監
修
／
佐
藤
司
郎
、
木
部
尚
志
、
小
嶋
大
造 

訳

　

正
義
と
法
　
千
葉
　
眞

李　

信
建 

著
／
朴　

昌
洙 

訳　

キ
リ
ス
ト
教
神
学
と
は
何
か
　
齋
藤
五
十
三

林　

牧
人 

編　

信
仰
生
活
ガ
イ
ド 

主
の
祈
り
　
篠
田
真
紀
子

大
頭
眞
一 

著

　

ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
神
さ
ま
と
星
空
と 

創
世
記
・
上
　
ゲ
オ
ル
ギ
イ
　
松
島
雄
一

金
子
晴
勇 

著　

わ
た
し
た
ち
の
信
仰
　
原
田
博
充

近
刊
情
報

書
店
案
内

定
価
七
八
円（
税
抜
七
一
円
）（
〒
71
円
）

一
年
分
一
三
〇
〇
円（
送
料
共
）





　

活
字
離
れ
で
し
ょ
う
か
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
も
、
瓦
版
が
長
屋
の
大

家
さ
ん
、
立
て
札
よ
り
も
説
得
力
が
あ
っ
た
の
に
、
現
代
で
は
全
国
新
聞

も
発
行
部
数
を
減
ら
し
、社
員
の
早
期
退
社
を
募
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
印
刷
機
の
発
明
に
よ
り
、「
知
識
」
は
民
衆
の
生
き
方

を
変
化
さ
せ
ま
し
た
。
本
は
、
研
究
、
論
考
、
説
教
に
必
要
な
牧
師
や
神

学
者
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
す
。
た
だ
し
活
字
は
生
き
物
で

す
。
独
り
歩
き
も
し
ま
す
。
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
字
句
拘
泥
主
義

を
振
り
か
ざ
す
教
条
主
義
が
台
頭
す
れ
ば
、
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
［
批
判
］
も

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
波
を
か
ぶ
っ
て
、
ア
マ
ゾ
ン
等
の

オ
ン
ラ
イ
ン
業
界
や
動
画
配
信
業
界
は
売
上
を
伸
張
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

情
報
が
氾
濫
し
て
い
ま
す
。

　

本
の
価
値
が
下
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
確
か
に
キ
リ
ス
ト
の
弟
子

は
、「
無
学
な
普
通
の
人
」
で
し
た
（
使
徒
四
・
13
）。
師
で
あ
る
イ
エ
ス

も
学
問
を
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
（
ヨ
ハ
ネ 

七
・
15
）。
ま
た
書
物

も
残
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、イ
エ
ス
は
弟
子
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
天
の
国
の
こ
と
を
学
ん
だ
学
者
（
グ
ラ
マ
テ
ウ
ス
）
は
皆
」（
マ
タ
イ 

十
三
・
52
）
と
。
二
律
背
反
の
「
無
学
の
普
通
な
人
」
と
「
学
者
」
の
両

義
性
コ
ン
テ
キ
ス
ト
の
読
解
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

災
害
大
国
日
本
で
、
被
災
さ
れ
た
人
々
、
限
界
集
落
に
住
む
人
々
、
在

日
コ
リ
ア
ン
の
呻
き
に
無
関
心
、
無
知
で
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
敬
虔

さ
や
教
理
の
理
解
、
会
堂
に
集
ま
り
合
う
こ
と
だ
け
が
、
救
済
の
証
し
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
非
宣
教
ケ
ア
」
と
、「
非
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
の
時
代
の
到
来
で
す
。
宗
教
者
と
世
俗
的
市
民
が
「
共
生
」
す
る
に

は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
い
う
「
言
語
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
「
翻
訳
」

が
必
要
で
す
。「
公
共
空
間
」
の
主
軸
を
「
お
上か
み

」
か
ら
民
衆
に
復
帰
さ
れ

た
し
。

　
「
書
物
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
」。

（
い
わ
む
ら
・
よ
し
お
＝
（
社
）神
戸
国
際
支
縁
機
構
理
事
長
）

出
会
い

本人

「
書
物
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
」(

Ⅱ
テ
モ
テ
四
・
13)岩

村
義
雄
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今
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な

流
行
の
結
果
の
一
つ
で
、
カ
ミ
ュ
の
『
ペ
ス

ト
』
が
洛
陽
の
紙
価
を
高
か
ら
し
め
て
い
る

と
い
う
。
実
を
言
う
と
、
私
の
旧
著
『
ペ
ス

ト
大
流
行
』（
岩
波
新
書
、一
九
八
三
年
）
も
、

眠
り
を
起
こ
さ
れ
て
、
こ
の
と
こ
ろ
増
刷
り

を
重
ね
て
お
り
、
い
ち
早
く
、
文
庫
化
を
申

し
込
ん
で
こ
ら
れ
た
出
版
社
も
一
社
に
止
ま

ら
な
い
。
著
者
と
し
て
は
、
増
刷
り
は
勿
論

嬉
し
い
が
、同
時
に
少
し
当
惑
も
し
て
い
る
。

カ
ミ
ュ
も
幽
界
で
同
じ
よ
う
な
思
い
を
し
て

い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
流
行
と
書

い
た
が
、私
が
『
ペ
ス
ト
大
流
行
』
の
中
で
、

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た

と
き
に
は
、
校
正
か
ら
、
一
言
で
よ
い
か
ら

解
釈
を
加
え
て
欲
し
い
、と
注
文
が
つ
い
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-
19
の
お
蔭
で
、
今
日
で
は
誰

も
が
理
解
し
て
い
る
が
、
四
十
年
前
に
は
、

一
般
的
に
は
使
え
な
い
単
語
だ
っ
た
わ
け
で

あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
大
衆
」
を
表
す

〈dem
os

〉
に
、「
広
く
」
と
い
う
意
味
の

〈pan

〉
が
付
さ
れ
て
出
来
た
言
葉
だ
が
、
も

と
も
と
は
「
上
に
」
あ
る
い
は
「
間
に
」
と

い
う
意
味
も
あ
る
〈epi

〉
と
「
大
衆
」
と

を
結
び
つ
け
た
〈epidem

ic

〉
に
由
来
す
る
。

　

さ
て
、
歴
史
の
な
か
で
、
疾
病
を
描
い
た

書
物
は
数
多
い
。研
究
書
も
あ
れ
ば
、カ
ミ
ュ

の
そ
れ
の
よ
う
に
、
疫
病
が
流
行
す
る
際
の

人
間
の
行
動
や
判
断
、
あ
る
い
は
社
会
の
特

殊
な
動
き
な
ど
を
描
い
た
文
藝
の
作
品
も
少

な
く
な
い
。
こ
こ
で
三
冊
を
挙
げ
よ
、
と
い

う
ご
注
文
だ
が
、
こ
れ
は
難
し
い
。
例
え
ば

文
藝
の
世
界
で
、
と
定
め
て
も
、
さ
ら
に
ペ

ス
ト
と
い
う
歴
史
的
流
行
病
に
限
っ
て
も
、

誰
も
が
挙
げ
る
だ
ろ
う
が
、
ボ
ッ
カ
チ
ォ『
デ

カ
メ
ロ
ン
』（
邦
訳
は
幾
つ
も
あ
る
）、
ダ
ニ

エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
『
疫
病
流
行
記
』（
泉
谷
治

訳
、
現
代
思
潮
社
、
古
典
文
庫
、
一
九
六
七

年
）、
あ
る
い
は
『
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ピ
ー
プ

ス
の
日
記
』（
臼
田
昭
訳
、全
十
巻
、国
文
社
、

一
九
八
七
―
二
〇
一
二
年
。
な
お
翻
訳
者

は
途
中
死
去
の
た
め
、
途
中
か
ら
二
人
の
訳

者
が
訳
業
を
引
き
継
い
だ
）、
そ
れ
に
当
然
既

述
の
カ
ミ
ュ
の
作
品
な
ど
目
白
押
し
で
あ
る
。

　

ボ
ッ
カ
チ
ォ
は
、史
上
最
悪
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
と
言
わ
れ
る
十
四
世
紀
の
ペ
ス
ト
（
通
称

「
黒
死
病
」）
に
際
し
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

惨
状
を
冒
頭
で
縷
々
描
写
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
、本
体
の
「
十
日
物
語
」、つ
ま
り
十
日
間
、

ペ
ス
ト
に
よ
る
惨
憺
た
る
世
相
を
よ
そ
に
、

男
三
人
、
女
七
人
が
集
ま
っ
て
、
楽
し
く
そ

れ
ぞ
れ
十
の
物
語
を
語
り
合
お
う
と
い
う
趣

旨
と
は
別
個
に
、
有
名
に
な
っ
た
。
十
人
が

十
の
話
を
十
日
間
す
る
、
都
合
百
の
話
が
あ

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
内
容
は
専
ら
艶
笑

譚
に
近
く
、
ペ
ス
ト
の
憂
さ
を
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
実
際
ボ
ッ
カ

チ
ォ
は
、「
こ
の
忌
ま
わ
し
い
書
き
出
し
は
、

た
と
え
ば
旅
行
者
に
と
っ
て
、
険
し
く
聳
え

立
っ
た
山
の
よ
う
な
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い

の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
向
側
に
は
美
し

い
快
い
平
野
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
し
て
、
山

の
上
り
下
り
が
苦
し
け
れ
ば
苦
し
い
ほ
ど
、

そ
れ
だ
け
、
旅
行
者
に
は
快
感
を
与
え
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
文
章
を
冒
頭
に

用
意
し
て
い
る
。

　

翻
訳
は
多
々
あ
る
が
、
私
の
馴
染
み
で
書

か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
野
上
素
一
訳
、
岩

波
文
庫
版（
全
六
冊
、
一
九
四
八
年
）
を
挙
げ

て
お
き
た
い
。
ペ
ス
ト
の
報
告
は
、
序
詞
に

続
く
初
日
の
冒
頭
「
序
話
」
と
出
さ
れ
た
部

分
で
あ
る
（
岩
波
文
庫
版
の
第
一
冊
）。
因
み

に
、
ボ
ッ
カ
チ
ォ
は
、
こ
う
し
た
世
俗
的
な
楽

し
み
に
錘
を
載
せ
た
作
品
を
書
い
て
き
た
自

分
を
、
そ
の
後
否
定
し
て
、
違
っ
た
人
生
を

歩
む
こ
と
に
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、

そ
う
し
た
物
語
と
鮮
や
か
な
対
照
を
成
す
、

ペ
ス
ト
流
行
の
悲
惨
さ
は
、
貴
重
な
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
と
し
て
今
日
に
珍
重
さ
れ
て
い
る
。

面
白
い
の
は
、
こ
の
災
禍
が
、
自
国
に
始
ま
っ

た
も
の
で
な
く
、
他
所
の
土
地
か
ら
移
っ
て

き
た
も
の
だ
と
、
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
、

こ
れ
も
、
現
代
の
状
況
に
共
通
す
る
言
説
と

言
え
る
。「
事
の
起
こ
り
は
数
年
前
東
方
諸

国
に
始
ま
っ
て
、
無
数
の
生
霊
を
滅
ぼ
し
た

後
、
休
止
す
る
こ
と
な
く
、
次
か
ら
次
へ
と

蔓
延
し
て
、
禍
い
な
こ
と
に
は
、
西
方
の
国

へ
も
伝
染
し
て
来
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
た
」。

　

と
こ
ろ
で
、
ペ
ス
ト
の
世
界
的
な
流
行
に

は
、
か
な
り
は
っ
き
り
し
た
三
百
年
と
い
う

周
期
が
あ
る
。
何
故
そ
う
な
る
の
か
。
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
世
界
中
の
生
き
残
っ

た
人
々
が
、
社
会
的
な
免
疫
を
得
る
、
と
い

う
の
も
、
そ
の
一
つ
の
理
由
か
も
し
れ
な
い

が
、
し
か
し
そ
れ
が
三
百
年
に
な
る
必
然
性

は
ど
こ
に
も
な
い
。ま
た
世
界
を
見
渡
せ
ば
、

限
局
さ
れ
た
地
域
で
は
、
今
日
で
も
、
ペ
ス

ト
は
散
発
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
天
然
痘

の
よ
う
に
、
一
応
世
界
か
ら
駆
逐
さ
れ
た
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。も
っ
と
も
天
然
痘
ヴ
ィ

ル
ス
自
体
は
、
国
際
的
に
み
れ
ば
、
将
来
の

再
発
に
備
え
て
、
厳
重
な
管
理
の
下
で
幾
つ

か
の
セ
ン
タ
ー
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
三
百
年
周
期
は
、
比
較

的
律
儀
に
守
ら
れ
て
き
た
。
黒
死
病
の
発
生

が
一
三
四
〇
年
代
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ほ

ぼ
三
百
年
と
い
う
と
一
六
〇
〇
年
代
と
い
う

 「
疫
病
と
歴
史
」を
学
び
直
す
な
ら

 
▼
こ
の
三
冊
！

村
上
陽
一
郎
（
む
ら
か
み
・
よ
う
い
ち
ろ
う
：
東
京
大
学
・
国
際
基
督
教
大
学
名
誉
教
授
）
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こ
と
に
な
る
。確
か
に
十
七
世
紀
半
ば
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
激
し
い
ペ
ス
ト
の
流
行
に
襲
わ
れ

る
。
そ
の
時
の
流
行
の
有
様
を
綴
っ
た
の
が

デ
フ
ォ
ー
の
作
品
で
あ
る
。
原
題
はA

 
Journal of the Plague Y

ear

と
な
っ
て

い
る
。D

aniel D
efoe

（c.1660-1731

）
は

言
う
ま
で
も
な
く
、『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー

ソ
ー
』（
一
七
一
九
年
）
の
作
者
と
し
て
広

く
知
ら
れ
て
い
る
（
翻
訳
は
多
数
あ
り
、
し

か
も
、こ
の
書
物
は
三
部
に
分
か
れ
て
い
て
、

全
訳
に
は
な
か
な
か
な
ら
な
い
が
、
最
も
新

し
く
入
手
し
易
い
の
は
第
一
部
の
鈴
木
恵

訳
、
新
潮
文
庫
版
、
二
〇
一
九
年
だ
ろ
う
）。

彼
は
、
作
家
と
い
う
よ
り
は
現
代
で
い
え
ば

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
的
な
存
在
で
、
実
際
自
ら

新
聞
を
発
行
し
た
経
験
も
あ
り
、
こ
の
疫
病

に
関
す
る
著
作
も
、
タ
イ
ト
ル
は
直
訳
す
れ

ば
「
ペ
ス
ト
の
年
の
日
刊
記
事
」
と
も
訳
せ

る
性
質
の
も
の
で
あ
る
（
無
論
〈journal

〉

に
は「
日
録
」と
か「
日
記
」の
意
味
も
あ
る
）。

従
っ
て
こ
の
書
は
、
文
学
作
品
と
い
う
よ
り

は
、
ロ
ン
ド
ン
の
有
様
を
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
記
録
し
た
も
の
に
近
い
。

　
〈the plague year

〉
と
い
う
の
は
、

一
六
六
五
年
の
こ
と
で
あ
る
。
デ
フ
ォ
ー
は

何
時
誰
の
死
に
よ
っ
て
こ
の
災
禍
が
始
ま
っ

た
か
を
記
し
、
そ
の
後
毎
日
の
よ
う
に
、
何

処
で
は
何
人
の
死
者
が
現
れ
た
か
、
と
い
う

数
字
を
記
し
続
け
る
。
こ
の
部
分（
す
で
に

冒
頭
か
ら
そ
う
な
の
だ
が
）を
読
む
と
、我
々

が
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
患
者
発
生
か
ら
始
ま
っ

て
、
毎
日
Ｔ
Ｖ
が
、
今
日
の
感
染
者
数
、
死

者
数
を
報
告
し
て
い
る
の
と
、
全
く
同
じ
印

象
を
受
け
る
。
違
う
と
言
え
ば
、
現
在
の
報

告
に
は
、例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
研
究
セ
ン
タ
ー

の
一
つ
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
が
、

毎
日
世
界
の
情
報
を
集
め
て
、
そ
の
集
約
版

を
発
信
し
て
く
れ
て
い
る
と
こ
ろ
位
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
災
厄
に
際
し
て
、
人
を
騙
す
よ

う
な
話
が
生
ま
れ
る
の
も
、
い
つ
の
時
代
で

も
同
じ
な
よ
う
で
、
あ
る
に
せ
医
者
は
「
疫

病
に
も
の
す
ご
く
よ
く
き
く
予
防
薬
が
あ
る

が
、
こ
れ
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
、
け
っ
し

て
疫
病
に
罹
ら
な
い
、
少
な
く
と
も
そ
れ
に

罹
り
に
く
い
、と
い
い
ふ
ら
し
ま
し
た
」
が
、

彼
も
「
や
が
て
は
疫
病
に
お
か
さ
れ
、
二
、

三
日
も
す
る
と
死
ん
で
い
き
ま
し
た
」
な
ど

と
い
う
報
告
を
読
む
と
、「
二
十
六
、七
度
の

お
湯
を
飲
め
ば
、
コ
ロ
ナ
・
ヴ
ィ
ル
ス
に
対

応
で
き
る
」
な
ど
と
い
う
も
っ
と
も
ら
し
い

噂
が
、
ウ
ェ
ブ
上
に
飛
び
交
う
我
々
の
社
会

も
、
昔
か
ら
一
向
に
進
歩
し
て
い
な
い
こ
と

を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
こ
の
書
は
「
身
の
毛

も
よ
だ
つ
疫
病
の
、
ロ
ン
ド
ン
を
襲
っ
た

一
六
六
五
年
、
う
ば
っ
た
命
は
十
万
人
、
だ

が
、
わ
た
し
は
生
き
の
び
た
！
」
と
い
う
詩

文
で
結
ば
れ
る
。

　

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ピ
ー
プ
ス（Sam

uel Pepys, 
1633-1703

）
の
日
記
と
い
う
の
は
、
ク
ロ

ム
ウ
ェ
ル
革
命
に
よ
っ
て
チ
ャ
ー
ル
ズ
Ⅰ
世

は
処
刑
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
王
政
復
古
の

波
に
乗
っ
て
、
平
民
か
ら
権
力
機
構
の
中
枢

に
ま
で
上
り
詰
め
た
男
の
長
大
な
日
記
で
あ

る
。
生
息
年
代
か
ら
言
っ
て
、
一
六
六
五
年

に
は
ロ
ン
ド
ン
で
生
活
し
て
お
り
、
日
記
の

な
か
に
は
、
疫
病
流
行
下
の
ロ
ン
ド
ン
の
情

勢
が
、
や
や
皮
肉
な
調
子
で
克
明
に
描
か
れ

て
い
る
。
彼
自
身
、
そ
の
災
厄
を
奇
禍
と
し

て
、
女
遊
び
を
し
た
り
、
結
構
し
た
た
か
に

生
き
て
い
る
様
が
窺
え
る
。実
際
、デ
フ
ォ
ー

の
作
品
の
な
か
で
も
そ
う
だ
が
、
こ
の
と
き

の
ロ
ン
ド
ン
の
市
民
た
ち
は
、
十
四
世
紀

ボ
ッ
カ
チ
ォ
が
描
く
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
人
々

に
比
べ
れ
ば
、
ど
こ
か
明
る
い
側
面
を
偲
ば

せ
る
よ
う
な
印
象
が
あ
る
。

　

因
み
に
、
こ
の
と
き
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
地
方

を
襲
っ
た
ペ
ス
ト
の
お
蔭
で
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
コ
リ
ッ
ジ
に
在
籍
し
て

い
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
は
、
大
学
が
休
校
に
な
っ

た
た
め
に
、
故
郷
に
暫
く
戻
っ
て
お
り
、
そ

こ
で
、
彼
の
物
理
学
的
な
仕
事
の
基
礎
を
構

築
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
さ
れ
、
し
ば
し

ば
、「
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
強
制
さ
れ
た
休
暇
」
と

呼
ば
れ
る
。

『デカメロン』全六冊

ボッカチォ：著
野上素一：訳
岩波書店
Ⅰ 1948年、 Ⅱ 1949年、 Ⅲ 1957年、
Ⅳ 1958年、Ⅴ1959年、Ⅵ 1959年刊
文庫判、Ⅰ170頁、Ⅱ 200頁、Ⅲ 298頁、
Ⅳ 214頁、Ⅴ 308頁、Ⅵ 290頁
 Ⅰ616円、Ⅱ616円、Ⅲ 726円、Ⅳ 616
円、Ⅴ 726円、Ⅵ 726円（税別）

『疫病流行記』

ダニエル・デフォー：著
泉谷　治：訳
現代思潮社
1967年刊
B6判363頁
2800円（税別）

『サミュエル・ピープスの日記』全十巻

サミュエル・ピープス：著
臼田　昭、岡　照雄、海保眞夫：訳
国文社
1987-2012年刊
A5判各巻平均436頁
   Ⅰ～Ⅲ 3200円、Ⅳ～Ⅵ 5000円、
Ⅶ 5200円、 Ⅷ 8500円、 Ⅸ 6500円、
Ⅹ 4200円（税別）



7 6

本
訳
書
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
詩
編
注
解
』Enarationes 

in Psalm
os

の
邦
訳
第
三
巻
で
あ
り
、
彼
が
ヒ
ッ
ポ
の
司
教
を
務
め

た
三
九
五
～
四
一
五
年
ま
で
に
行
な
っ
た
詩
編
五
四
～
七
五
編
に
対

す
る
説
教
と
、
四
一
四
～
五
年
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
二
編
の
口
述
注

解
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
翻
訳
書
と
し
て
は
七
三
〇
頁
に
及
ぶ
大
部

の
も
の
で
、
全
体
を
通
読
し
、
か
つ
、
と
り
わ
け
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
論
争

が
展
開
さ
れ
た
四
一
一
～
八
年
の
間
に
執
筆
さ
れ
た
説
教
を
精
読
し

て
み
る
と
、
文
法
学
・
修
辞
学
者
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
伝
来
の
比

喩
的
聖
書
解
釈
者
、
そ
し
て
紛
れ
も
な
く
哲
学
者
と
し
て
の
ア
ウ
グ

ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
圧
倒
的
な
存
在
感
を
如
実
に
伺
わ
せ
る
「
注
解
書
」

で
あ
る
と
の
認
識
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の

点
で
は
、
巻
末
の
あ
と
が
き
を
書
か
れ
た
水
落
氏
が
指
摘
し
て
お
ら

れ
る
よ
う
に
、
文
法
学
・
修
辞
学
者
と
し
て
の
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

の
個
性
が
最
も
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
た
「
注
解
書
」
で
あ
る
こ
と
に

間
違
い
な
い
。

「
注
解
書
」
と
括
弧
を
付
し
た
理
由
は
、
本
書
が
『
詩
編
注
解
』

で
あ
り
な
が
ら
も
、
も
は
や
『
詩
編
』
本
文
の
歴
史
的
・
字
義
的
釈

義
を
遥
か
に
超
え
出
て
、
旧
約
聖
書
の
出
来
事
や
人
物
像
は
、
後
の

新
約
聖
書
の
キ
リ
ス
ト
の
出
来
事
や
諸
人
物
の
予
型
で
あ
る
と
す
る

「
予
型
論
」を
全
面
的
か
つ
忠
実
に
踏
襲
し
、
む
し
ろ
解
釈
の
主
眼
は
、

新
約
の
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
贖
罪
に
お
け
る
神
の
恵
み
の
業
を
説
き
明

か
す
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
予
型
論
や
キ
リ
ス

ト
の
贖
罪
へ
の
拘
り
の
程
度
は
、『
詩
編
注
解
』
で
あ
り
な
が
ら
、

か
え
っ
て
詩
編
テ
キ
ス
ト
を
よ
す
が
に
し
つ
つ
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

ス
独
自
の
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
論
・
救
済
論
を
展
開
さ
せ
る
書
物
に

な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

教
父
の
説
教
集
を
読
む
醍
醐
味
や
面
白
さ
は
、
そ
れ
が
生
身
の
聴

衆
を
前
に
語
ら
れ
た
説
教
者
の
肉
声
の
最
も
忠
実
な
痕
跡
で
あ
る
が

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
著
作
集
第
19
／
I

詩
編
注
解（
３
）

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
著

佐
藤
真
基
子
、
片
柳
榮
一
、
水
落
健
治
訳

〈
評
者
〉
山
田
　
望

† 
本
・
批
評
と
紹
介

教
父
の
思
想
と
生
き
た

言
葉
を
味
わ
う
醍
醐
味

ゆ
え
に
、
説
教
者
が
日
頃
か
ら
意
識
し
、
心
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る

懸
案
や
論
敵
達
へ
の
率
直
な
思
い
が
随
所
に
透
け
て
見
え
て
く
る
と

こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
教
を
ヒ
ッ
ポ
の
司
教
と
し
て
当
地
の
聴

衆
を
前
に
語
っ
た
（
と
い
う
よ
り
、
説
教
と
し
て
の
異
例
の
長
さ
に

よ
り
、
集
中
力
を
欠
い
た
聴
衆
へ
の
注
意
喚
起
を
所
々
に
入
れ
込
ん

だ
り
、
熱
が
籠
も
っ
て
次
第
に
論
調
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
辺
り
か

ら
推
察
す
れ
ば
、
む
し
ろ
「
捲
し
立
て
た
」）
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

の
場
合
も
決
し
て
例
外
で
は
な
い
。

興
味
深
い
の
は
、
例
え
ば
、
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
論
争
た
け
な
わ
の

四
一
四
～
五
年
に
ヒ
ッ
ポ
で
行
わ
れ
た
詩
編
七
〇
編
に
対
す
る
二
回

の
説
教
の
中
に
は
、
明
ら
か
に
ペ
ラ
ギ
ウ
ス
派
に
対
す
る
ア
ウ
グ
ス

テ
ィ
ヌ
ス
の
憤
懣
遣
る
方
無
い
思
い
が
滲
み
出
た
箇
所
が
多
数
伺
え

る
。
そ
の
例
は
枚
挙
に
暇
が
無
い
が
、
例
え
ば
、「（
彼
ら
は
）
自
ら

行
う
こ
と
に
寄
り
頼
む
た
め
、
自
分
の
働
き
を
賞
賛
し
、
神
の
恩
寵

に
や
っ
て
こ
な
い
。
商
い
を
す
る
人
々
は
、
こ
の
詩
編
が
提
示
す
る

神
の
恩
寵
に
敵
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
…
…
い
か
な
る

人
も
自
ら
の
働
き
を
賞
賛
し
な
い
よ
う
に
な
る
た
め
で
あ
る
」

（
四
八
六
頁
）、「（
彼
ら
は
）
人
間
に
よ
る
救
い
を
約
束
す
る
傲
慢
な

者
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
」（
同
）。

本
書
評
者
は
、
二
〇
一
八
年
暮
れ
に
、
幸
運
に
も
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

研
究
や
ロ
ー
マ
史
研
究
の
仲
間
達
と
共
に
、
ヒ
ッ
ポ
や
タ
ガ
ス
テ
な

ど
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
と
い
う
貴
重
な
機
会

を
得
た
。
ヒ
ッ
ポ
の
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
説
教
を
行
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
教
会
の
遺
跡
に
立
ち
入
っ
て
、
彼
が
座
っ
た
と
言
わ
れ
る

大
理
石
の
説
教
者
席
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
時
、
ま
る
で
そ
こ
に
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
腰
か
け
て
い
る
か
の
よ
う
な
不
思
議
な
錯
覚
を

覚
え
た
。
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
息
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
本
訳
書
を

片
手
に
、
再
び
か
の
地
を
訪
れ
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
達
意
の
、
か

つ
熟
れ
た
訳
文
で
本
書
を
完
成
さ
れ
た
佐
藤
氏
、
片
柳
氏
、
水
落
氏

の
翻
訳
者
三
氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

（
や
ま
だ
・
の
ぞ
む
＝
南
山
大
学
教
授
）     

 （
Ａ
５
判
・
函
入
・
七
四
〇
頁
・
本
体
七
五
〇
〇
円
＋
税
・
教
文
館
） 



9 8

本
書
は
、
現
代
ド
イ
ツ
の
神
学
者
で
キ
リ
ス
ト
教
社
会
倫
理
学
者

の
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
フ
ー
バ
ー
（
一
九
四
二
年
―
）
に
よ
る
、
以

下
の
大
著
の
邦
訳
書
（
七
四
九
総
頁
）
で
あ
る
。W

olfgang H
uber, 

G
erechtigkeit und R

echt. G
rundlinien christlicher 

Rechtsethik, 3. A
ufl. 

（Gütersloh: Gütersloher V
erlagshaus, 

2006

）.「
訳
者
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
「
社
会
の
中
心
的

な
構
成
要
素
で
あ
る
法
を
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
観
点
か
ら
根
本
的

に
捉
え
直
そ
う
と
し
た
試
み
」
で
あ
り
、「
法
と
倫
理
を
分
離
す
る

近
代
の
流
れ
に
抗
し
て
、
…
…
人
権
と
正
義
へ
の
希
望
と
に
方
向
づ

け
ら
れ
た
法
理
解
を
提
唱
す
る
」
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
本
書
は
、

「
法
と
倫
理
」「
法
と
正
義
」「
法
と
軋
轢
」
と
い
う
三
部
門
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
る
。
重
要
で
興
味
深
い
考
察
や
議
論
が
多
々
展
開
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
紙
数
の
制
約
上
、「
法
と
正
義
」
の
一
部
の

議
論
の
み
に
限
定
し
、
寸
評
を
加
え
て
お
き
た
い
。

「
法
と
正
義
」
に
つ
い
て
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
倫
理
学
の
正
義

概
念
お
よ
び
聖
書
の
正
義
概
念
が
、
現
代
の
法
思
想
や
正
義
論
に
い

か
に
流
れ
込
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
議
論
が
興
味
深
い
。
フ
ー
バ
ー

の
場
合
も
、「
正
義
」
が
「
す
べ
て
の
法
秩
序
の
決
定
的
な
尺
度
」

で
あ
り
、
同
時
に
「
法
の
支
え
を
必
要
と
す
る
」
と
さ
れ
る
（
二
一

○
頁
）。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
倫
理
学
に
お
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
思

想
一
般
に
つ
い
て
と
同
様
に
、「
正
義
」
は
必
ず
し
も
「
平
等
」
を

前
提
と
し
て
い
な
か
っ
た
。
奴
隷
と
女
性
は
市
民
権
か
ら
除
外
さ
れ
、

市
民
の
間
で
す
ら
生
得
的
な
素
質
と
社
会
的
役
割
か
ら
異
な
る
扱
い

を
受
け
る
こ
と
が
当
然
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
狭
義
の
正
義
概

念
と
し
て
、
社
会
の
正
当
な
秩
序
に
従
っ
て
諸
個
人
に
罪
責
や
地
位

を
割
り
当
て
る
「
配
分
的
正
義
」、
さ
ら
に
は
諸
個
人
の
公
正
な
関

係
や
相
互
行
為
か
ら
の
逸
脱
を
調
停
し
是
正
す
る
「
矯
正
的
正
義
」

に
つ
い
て
、
ア
リ
ス
ト
レ
ス
は
考
察
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
正

正
義
と
法

キ
リ
ス
ト
教
法
倫
理
の
基
本
線

Ｗ
・
フ
ー
バ
ー
著

宮
田
光
雄
監
修
／
佐
藤
司
郎
、
木
部
尚
志
、

小
嶋
大
造
訳

〈
評
者
〉
千
葉
　
眞

† 
本
・
批
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と
紹
介

キ
リ
ス
ト
教
法
倫
理
の
浩
瀚
な
力
作

義
概
念
は
、
周
知
の
と
お
り
、
中
世
ス
コ
ラ
哲
学
お
よ
び
近
代
法
思

想
を
通
じ
て
現
代
の
正
義
概
念
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
面
が
あ
り
、

重
要
な
意
義
を
保
持
し
て
い
る
。

聖
書
の
正
義
概
念
は
、
旧
約
聖
書
の
ミ
シ
ュ
パ
ト
や
ツ
ェ
ダ
カ
に

せ
よ
、
神
の
信
実
と
正
義
、
人
々
の
相
互
性
を
前
提
と
し
た
「
関
係

的
正
義
」
の
概
念
で
あ
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

紀
元
前
八
世
紀
の
預
言
者
た
ち
の
使
信
に
明
示
さ
れ
た
よ
う
に
、「
小

さ
き
者
た
ち
」
へ
の
公
正
な
処
遇
を
求
め
る
「
社
会
正
義
」
と
し
て

提
起
さ
れ
た
と
論
じ
ら
れ
る
。

本
書
で
フ
ー
バ
ー
は
、
こ
う
し
た
正
義
概
念
を
、
女
性
差
別
の
問

題
や
環
境
的
正
義
の
問
題
な
ど
に
適
用
し
、
現
状
の
是
正
を
強
く
求

め
て
い
る
。
例
え
ば
後
者
に
関
し
て
は
、「
人
間
の
利
害
」
に
根
拠

づ
け
ら
れ
て
自
然
や
景
観
を
保
護
す
べ
し
と
し
て
き
た
従
来
の
「
自

己
保
護
の
人
間
主
義
」
を
打
破
し
、「
自
然
の
尊
厳
」
を
認
め
、
人

類
が
「
自
由
」
に
お
い
て
「
自
己
制
限
の
倫
理
」
を
稼
働
さ
せ
、「
法

秩
序
の
生
態
学
的
転
換
」
を
図
る
べ
き
だ
と
の
啓
発
的
な
議
論
を

行
っ
て
い
る
。「
将
来
世
代
の
生
き
る
可
能
性
の
た
め
に
、
そ
し
て

自
然
の
尊
厳
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
自
己
制
限
は
、
国
際
法
の
レ

ベ
ル
と
共
に
、
個
別
国
家
の
憲
法
的
秩
序
や
法
的
秩
序
の
レ
ベ
ル
で

も
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
（
四
二
九
頁
）。

神
学
的
考
察
に
依
拠
し
た
「
キ
リ
ス
ト
教
法
倫
理
」
と
い
う
新
し
い

専
門
分
野
の
誕
生
、
こ
の
こ
と
を
喜
び
た
い
。
そ
し
て
こ
の
浩
瀚
な

力
作
が
、
す
ぐ
れ
た
訳
業
の
も
と
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。

（
ち
ば
・
し
ん
＝
国
際
基
督
教
大
学
名
誉
教
授
）     

 （Ａ
５
判
・
七
四
九
頁
・
本
体
九
五
〇
〇
円
＋
税
・
新
教
出
版
社
）   

ヨベルの新刊案内

本のひろば広告タテ 1/3

80％に縮小で。

ヨベル YOBEL Inc. info@yobel.co.jp
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全
6
冊
に
て
刊
行
予
定

装
幀
は
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

聖
書 

、
古
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
に
流
れ
る 

神
の
息
吹
、
生
の
輝
き
を
浮
彫
！

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
、
ル
タ
ー
、
エ
ラ
ス
ム
ス
ら
に

代
表
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
史
の
学
究
者
が
、
キ

リ
ス
ト
者
と
し
て
、
聖
書
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
き

た
か
、
信
仰
に
い
か
に
育
ま
れ
て
き
た
か
を
優
し
い

言
葉
で
つ
む
ぎ
な
お
し
た
40
の
講
話
集
。

待
望
の
新
刊
！

キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
の
諸
時
代
Ⅰ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
源
流
　

金
子
晴
勇
著

1
　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
精
神
の
源
流

2
　ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
思
想
世
界

3
　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
思
想
家
た
ち

4
　エ
ラ
ス
ム
ス
と
教
養
世
界

5
　ル
タ
ー
の
思
索

6
　宗
教
改
革
と
近
代
思
想

【
近
刊
案
内
】
新
書
判
・
二
二
四
頁
〜
二
五
六
頁

各
巻
予
価
一
二
〇
〇
円

わ
た
し
た
ち
の
信
仰

金
子
晴
勇
著

　
　
　そ
の
育
成
を
め
ざ
し
て

新
書 

判
・
二
四
〇
頁

一
一
〇
〇
円

〈
第
一
回
配
本
〉
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本
書
は
、
ソ
ウ
ル
神
学
大
学
の
組
織
神
学
教
授
と
し
て
教
鞭
を

取
っ
て
き
た
李リ
ー
シ
ン
コ
ン

信
建
氏
に
よ
る
組
織
神
学
入
門
書
の
邦
訳
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
に
韓
国
で
出
版
後
、
二
度
の
増
補
改
訂
を
経
る
ほ
ど
長

く
読
ま
れ
て
き
た
本
書
が
、
朴パ
ク
チ
ャ
ン
ス

昌
洙
氏
の
労
に
よ
り
邦
訳
さ
れ
た
こ

と
を
歓
迎
し
た
い
。

本
書
は
入
門
書
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
の
四
十

年
に
わ
た
る
学
究
の
成
果
が
随
所
に
生
か
さ
れ
て
お
り
、
内
容
の
充

実
度
は
入
門
書
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
で
あ
る
。
本
文
が
三
三
二
頁
と
組

織
神
学
書
と
し
て
は
コ
ン
パ
ク
ト
だ
が
、
扱
う
べ
き
論
点
は
ほ
ぼ
網

羅
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ
た
二
点
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。

第
一
は
、
本
書
が
信
仰
者
の
実
存
の
問
題
を
正
面
か
ら
扱
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
の
が
「
信
仰
と
は
何

か
」
と
い
う
第
２
章
で
あ
る
。
序
論
の
第
１
章
の
後
、
本
書
の
本
論

は
第
２
章
か
ら
始
ま
り
、「
信
仰
は
今
も
変
わ
ら
ず
可
能
で
あ
る
の

か
」
と
い
う
問
い
か
け
で
筆
が
起
こ
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
は
ポ
ス
ト

モ
ダ
ン
の
相
対
化
が
進
む
時
代
の
思
想
の
中
に
あ
っ
て
、
当
然
問
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
し
て
第
２
章

か
ら
４
章
ま
で
、
本
書
は
信
仰
論
を
様
々
な
角
度
か
ら
展
開
し
て
い

く
が
、
目
を
見
張
る
の
は
論
考
に
お
け
る
対
話
の
豊
か
さ
で
あ
る
。

テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
モ
ル
ト
マ
ン
の
指
導
を
受
け
た
李
氏
は
、

近
現
代
の
神
学
に
精
通
し
て
お
り
、
信
仰
論
に
お
い
て
も
多
く
の
神

学
者
た
ち
と
の
対
話
を
重
ね
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
対
話
を
通
し
て

本
書
が
示
す
信
仰
の
定
義
は
、
神
に
「
信
頼
す
る
知
識
で
あ
り
、
知

恵
の
あ
る
確
信
」（
四
八
頁
）
と
い
う
、「
信
」
と
「
知
」
の
不
可
分

性
を
示
す
伝
統
的
な
理
解
で
あ
っ
た
。
豊
か
な
神
学
的
対
話
を
経
て

の
理
解
ゆ
え
に
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
深
く
、
読
者
に
も
納
得

と
安
心
感
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

信
仰
者
の
実
存
か
ら

世
界
に
向
か
う
広
が
り

キ
リ
ス
ト
教
神
学
と
は
何
か

組
織
神
学
入
門

李
　
信
建
著

朴
　
昌
洙
訳

〈
評
者
〉
齋
藤
五
十
三

† 
本
・
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紹
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第
二
は
、
本
書
が
絶
え
ず
「
世
界
」
を
そ
の
神
学
の
視
野
に
入
れ

て
い
る
点
で
あ
る
。
信
仰
者
の
実
存
を
問
う
て
始
め
た
本
書
は
、
頁

が
進
む
ほ
ど
に
そ
の
視
野
を
広
げ
て
い
く
。
そ
れ
が
最
も
顕
著
な
の

が
「
創
造
・
解
放
・
和
解
」
を
扱
う
第
12
章
で
あ
っ
た
。
通
常
、「
創

造
」
を
扱
う
時
に
は
「
堕
落
」「
救
済
」
が
続
く
の
が
一
般
的
だ
が
、

こ
こ
で
本
書
は
、
こ
の
「
伝
統
的
な
救
済
の
図
式
」
を
克
服
す
る
意

図
を
明
確
に
し
て
い
く
（
一
七
三
頁
）。
出
エ
ジ
プ
ト
が
圧
制
と
強
制

労
働
か
ら
の
解
放
で
あ
っ
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、
こ
の
現
実

世
界
に
働
き
か
け
る
神
の
御
業
の
本
質
を
、
政
治
的
、
社
会
的
様
相

も
視
野
に
入
れ
た
解
放
と
し
て
捉
え
つ
つ
、
本
書
は
、
御
業
の
最
終

目
標
を
神
と
人
間
と
自
然
の
間
に
実
現
す
る
「
万
物
の
和
解
」
に
見

定
め
て
い
く
。
こ
の
目
標
は
、
伝
統
的
組
織
神
学
に
解
放
の
神
学
の

統
合
を
試
み
る
本
書
の
神
学
的
方
向
性
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
視
野
の
広
い
本
書
だ
が
、
組
織
神
学
書
に
完
璧
は
あ

り
得
な
い
の
で
、
一
つ
注
文
を
つ
け
さ
せ
て
頂
く
。
本
書
は
啓
示
論

を
扱
っ
て
い
な
い
た
め
、
神
学
構
築
に
お
け
る
方
法
論
が
見
え
に
く

く
な
っ
て
い
る
。
李
氏
の
啓
示
論
を
読
ん
で
み
た
か
っ
た
と
の
思
い

が
残
っ
て
い
る
。

と
は
言
え
、
若
き
日
に
モ
ル
ト
マ
ン
の
指
導
を
受
け
た
李
氏
の
神

学
に
は
、
根
底
に
希
望
を
感
じ
さ
せ
る
調
べ
が
奏
で
ら
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
を
生
き
る
読
者
は
、
本
書
を
通
し
て
明
る
い
読
後

感
を
得
る
こ
と
だ
ろ
う
。
最
後
に
一
言
。
訳
者
朴
氏
（
新
潟
聖
書
学

院
専
任
教
師
）
の
文
章
は
明
晰
で
、
宣
教
師
で
あ
る
同
氏
の
日
本
語

に
対
す
る
理
解
度
の
高
さ
を
示
す
と
共
に
、
宣
教
地
日
本
に
対
す
る

愛
も
垣
間
見
え
、
静
か
な
感
動
を
覚
え
る
訳
書
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　
　

 （
さ
い
と
う
・
い
そ
み
＝
東
京
基
督
教
大
学
神
学
部
神
学
科
助
教
） 

（
四
六
判
・
三
九
二
頁
・
本
体
二
〇
〇
〇
円+

税
・
ヨ
ベ
ル
）   
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編
集
者
の
林
先
生
も
「
は
じ
め
に
」
の
中
で
、
ご
自
身
が
幼
い
日

に
「
主
の
祈
り
」
を
覚
え
た
こ
と
か
ら
書
き
始
め
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

私
は
二
人
の
娘
が
生
ま
れ
た
そ
の
日
か
ら
、
毎
晩
主
の
祈
り
を
祈
る

こ
と
が
子
ど
も
達
の
眠
り
へ
の
導
入
儀
式
で
し
た
。
ま
だ
言
葉
を
発

し
な
い
幼
子
が
、
一
体
い
つ
か
ら
こ
の
祈
り
を
一
緒
に
祈
り
始
め
る

の
だ
ろ
う
？　

と
少
し
実
験
す
る
よ
う
に
楽
し
み
つ
つ
毎
晩
祈
り
ま

し
た
。
そ
し
て
待
ち
望
ん
だ
あ
る
日
、
子
ど
も
達
は
自
分
の
口
で
、

主
の
祈
り
を
祈
り
始
め
ま
し
た
。
次
女
は
、
な
ぜ
か
い
つ
も
「
我
ら

の
日
用
の
糧
を
…
…
」
を
三
度
繰
り
返
し
ま
し
た
。
本
能
的
に
そ
の

祈
り
が
最
も
大
切
！　

と
で
も
感
じ
取
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

本
書
で
も
「
主
の
祈
り
は
教
会
史
上
の
最
大
の
殉
教
者
」
と
語
り
、

「
唱
え
ら
れ
る
が
、
祈
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
嘆
い
た
宗
教
改
革

者
Ｍ
・
ル
タ
ー
の
言
葉
（
七
頁
）
が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
親
か

ら
子
へ
、
ま
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
学
校
で

…
…
と
幼
き
日
に
意
味
も
分
か
ら
ず
覚
え
た
主
の
祈
り
を
、
ま
ず
は

た
だ
唱
え
続
け
、
後
で
そ
の
意
味
を
学
ぶ
と
い
う
方
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？　

本
書
は
、
そ
う
い
う
人
に
こ
そ
読
ん
で
ほ
し

い
、
主
の
祈
り
の
説
き
証
し
の
書
で
す
。

本
書
の
元
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
〇
九
年

の『
信
徒
の
友
』の
特
集
記
事
で
す
。
祈
り
の
本
文
の
解
説
の
前
に「
主

の
祈
り
と
は
」
と
い
う
お
二
人
の
先
生
の
文
章
と
、
終
わ
り
に
「
主

の
祈
り
の
祈
り
方
」
と
い
う
書
下
ろ
し
が
加
え
ら
れ
て
、
一
冊
に
編
集

さ
れ
ま
し
た
。
様
々
な
背
景
を
持
っ
た
熟
練
の
牧
師
た
ち
が
、
そ
の

人
生
と
牧
会
経
験
の
中
か
ら
、
十
回
に
わ
た
っ
て
主
の
祈
り
を
説
き

証
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
文
章
は
、「
主
イ
エ
ス
の
命
の
こ
も
っ
た
」「
福

音
の
要
約
」（
二
二
頁
）
と
し
て
、
ま
さ
に
唱
え
る
も
の
で
は
な
く
真
実

に
祈
ら
れ
た
主
の
祈
り
の
出
来
事
の
記
録
で
、
ま
る
で
短
編
の
ド
ラ

マ
を
い
く
つ
も
見
る
よ
う
に
引
き
込
ま
れ
て
読
め
て
し
ま
う
の
で
す
。

信
仰
生
活
ガ
イ
ド

主
の
祈
り

林
　
牧
人
編

〈
評
者
〉
篠
田
真
紀
子

† 
本
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と
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介

主
の
祈
り
の
ド
ラ
マ
を
見
る
よ
う
に

引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う

「
み
名
を
あ
が
め
さ
せ
た
ま
え
」
と
一
気
に
扱
わ
ず
、「
み
名
」
と

「
あ
が
め
さ
せ
た
ま
え
」
と
二
回
に
分
け
て
、
ま
た
「
我
ら
に
罪
を
お

か
す
者
を
…
…
」の
祈
り
も「
我
ら
の
罪
を
も
ゆ
る
し
た
ま
え
」と「
我

ら
が
ゆ
る
す
ご
と
く
」
の
二
回
に
分
け
て
、
恐
ら
く
誰
も
が
一
番

引
っ
か
か
る
で
あ
ろ
う
所
が
丁
寧
に
説
き
証
し
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し

て
、
神
に
呼
ば
れ
て
、
神
を
呼
ぶ「
我
ら
」（
三
六
頁
以
下
）と
さ
れ
る

恵
み
が
明
ら
か
に
さ
れ
、「『
ア
ッ
バ
、
父
よ
』と
、
神
の
ひ
と
り
子
だ

け
が
祈
る
こ
と
が
で
き
た
親
し
き
祈
り
は
、
今
、
神
の
子
で
あ
る
私

た
ち
に
与
え
ら
れ
て
」（
一
一
六
頁
）
い
る
の
だ
と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
主
の
祈
り
は
、
洗
礼
準
備
教
育
の
中
で
教
え
ら
れ
、
洗

礼
を
受
け
キ
リ
ス
ト
の
も
の
と
な
っ
た
者
た
ち
が
聖
餐
式
に
お
い
て

祈
る
「
弟
子
た
ち
」の
祈
り
で
し
た（
一
一
三
頁
）。
か
つ
て
主
イ
エ
ス

ご
自
身
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
キ
リ
ス
ト
者
に
は
「
律
法
学
者
や
、
フ
ァ
リ

サ
イ
派
の
人
々
の
祈
り
と
は
異
な
る
、
新
し
い
祈
り
」
と
し
て
教
え
、

異
邦
人
キ
リ
ス
ト
者
に
は「
祈
り
と
は
何
か
」を
教
え
た（
一
一
三
頁
）

の
と
同
じ
よ
う
に
、
洗
礼
志
願
者
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
す
。
本
書
を

通
し
て
主
の
祈
り
は
、
キ
リ
ス
ト
の
弟
子
た
ち
と
、「
神
の
御
心
の

成
就
」
と
し
て
あ
る
現
在
の
教
会
（
七
三
頁
）
と
に
与
え
ら
れ
た
新

し
い
生
活
の
祈
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

個
人
的
に
は
、
筆
者
で
あ
る
太
田
愛あ
い
と人

牧
師
自
身
の
経
験
に
恐
ら

く
根
ざ
し
た
迫
力
あ
る
言
葉
、「
戦
争
末
期
や
敗
戦
の
飢
え
で
苦
し

ん
だ
者
は
戦
争
放
棄
こ
そ
飢
え
か
ら
の
脱
出
で
あ
る
こ
と
を
体
験
し

た
は
ず
」と
し
て
、「
日
用
の
糧
」の
祈
り
が「
平
和
を
実
現
す
る
人
々

は
、
幸
い
で
あ
る
」
の
教
え
に
つ
な
が
る
祈
り
で
あ
り
、
地
球
上
で

武
器
で
は
な
く
パ
ン
を
与
え
合
う
こ
と
を
こ
そ
祈
り
求
め
、
実
現
す

べ
き
…
…（
八
三
頁
）
に
開
眼
さ
せ
ら
れ
、
心
震
え
る
思
い
で
し
た
。

教
会
の
あ
ら
ゆ
る
集
会
の
テ
キ
ス
ト
に
最
適
で
あ
り
、
信
仰
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
個
人
で
も
世
代
を
超
え
て
お
奨
め
し
た
い
一
冊
で
す
。

　
　
（
し
の
だ
・
ま
き
こ
＝
日
本
基
督
教
団
浅
草
教
会
牧
師
） 

 （四
六
判
・一
二
八
頁
・
本
体
一
三
〇
〇
円
＋
税
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
）  
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私
は
正
教
会
の
司
祭
で
す
。
若
き
日
、
福
音
に
心
奪
わ
れ
た
と
き
、

祖
父
が
日
露
戦
争
出
征
に
際
し
正
教
会
で
受
洗
し
た
因
縁
で
、
神
田

ニ
コ
ラ
イ
堂
に
駆
け
込
み
、
そ
の
ま
ま
正
教
し
か
知
ら
ず
に
き
て
し

ま
い
ま
し
た
。
西
方
教
会
に
対
し
て
は
長
い
間
、
神
学
校
時
代
に
教

え
ら
れ
た「
間
違
っ
た
教
え
」へ
の
ス
テ
ロ
タ
イ
プ
な
理
解
し
か
持
っ

て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
、
大
頭
先
生
が
本
著
で
語
っ
て
い
る
創
世
記

の
「
物
語
」
は
ま
こ
と
に
新
鮮
で
し
た
。
驚
き
と
言
っ
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
新
奇
な
も
の
へ
の
出
会
い
に
よ
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
正
教
会
が
普
通
に
語
っ
て
い
る
、
な
じ
み
深
い
理
解
そ
の
ま

ま
が
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。「
解
説
」
で
勝
俣
慶
信
先
生
が
「
こ
こ
に
、

イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
な
る
神
さ
ま
の
真
の
お
姿
が
見
え
て
く
る
気
が
い
た

し
ま
す
」と
書
い
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
私
に
は
正
教
が
依
拠
す
る「
古

代
教
会
の
教
父
た
ち
の
共
通
理
解
」
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

し
か
も
、
大
頭
先
生
の
明
晰
か
つ
熱
っ
ぽ
い
、
耳
を
傾
け
て
い
る

方
々
へ
少
し
で
も
わ
か
り
や
す
く
伝
え
た
い
と
い
う
愛
に
あ
ふ
れ
た

語
り
口
に
よ
っ
て
。

し
か
し
、
本
著
は
「
創
世
記
」
が
私
た
ち
に
教
え
よ
う
と
し
て
い

る
の
は
何
な
の
か
を
説
明
す
る
だ
け
の
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
本
な
ら
他
に
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
本
著
は
何
よ
り
も
、
愛
す
る

お
嬢
様
に
突
然
先
立
た
れ
た
大
頭
先
生
と
そ
し
て
奥
様
が
、
神
さ
ま

の
愛
へ
の
信
頼
へ
と
、
耳
を
傾
け
る
者
一
人
ひ
と
り
を
ま
る
で
抱
き

し
め
る
よ
う
に
、
招
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
「
生
き
た
言
葉
」
な
の

で
す
。

先
生
は
こ
う
語
っ
て
い
ま
す
。

「
思
い
が
け
な
い
自
然
災
害
や
、
愛
す
る
者
た
ち
の
突
然
の
死
に

直
面
す
る
と
き
に
、
ど
う
し
て
神
さ
ま
が
こ
ん
な
こ
と
を
、
と
私

た
ち
は
思
う
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
、
神
さ
ま
が
起
こ
さ
れ
た
こ
と

で
は
な
い
。
じ
ゃ
あ
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
。
私
た
ち
は
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
小
さ
な
限
ら
れ
た
私
た
ち
に

は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
で
も
私
た
ち
に
は
一

番
肝
心
な
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
神
さ
ま
が
私
た
ち
を
愛
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
。
私
た
ち
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
大
き
な
愛
で
愛
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
。
だ
か
ら
ど
ん
な
出
来
事
の
な
か
に
も
、
そ

こ
を
神
さ
ま
の
愛
が
貫
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
知
っ

て
お
く
べ
き
で
す
。
そ
し
て
私
た
ち
が
悲
し
ん
だ
り
痛
ん
だ
り
す

る
と
き
に
は
、
私
た
ち
以
上
に
神
さ
ま
が
悲
し
ん
で
お
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
。
こ
の
こ
と
だ
け
を
知
っ
て
お
く
な
ら
ば
、
こ
の
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
私
た
ち
の
目
の
前
に
開
か
れ
て
い
く
と
思
い
ま

す
」（
一
〇
二
頁
）。

神
の
愛
へ
の
信
頼
へ
と
招
く

　「
生
き
た
言
葉
」
説
教
！

焚
火
を
囲
ん
で
聞
く
神
の
物
語
・
説
教
編

ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
神
さ
ま
と
星
空
と

創
世
記
・
上 

大
頭
眞
一
著

〈
評
者
〉
ゲ
オ
ル
ギ
イ
　
松
島
雄
一

† 
本
・
批
評
と
紹
介

ま
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
へ
の
神
の
祝
福
を
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
へ
の
祝

福
に
重
ね
て
こ
う
お
っ
し
ゃ
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
夫
婦
も
じ
っ
と
悲
し
み
に
耐
え
て
い
る
よ
う
な
毎
日
が

あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
天
地
を
造
ら
れ
た
神
さ
ま
が
私
た
ち
を

祝
福
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
悲
し
み
も
ま
た
こ
の
神
さ
ま
に

抱
き
か
か
え
ら
れ
な
が
ら
の
悲
し
み
。
妙
な
言
い
方
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
神
さ
ま
の
祝
福
の
な
か
で
悲
し
ん
で
い
ま
す
。
悲
し
み

も
神
さ
ま
の
祝
福
か
ら
漏
れ
て
い
な
い
」（
一
七
〇
頁
）。

本
著
は
、
こ
の
悲
し
み
の
「
現
場
」
で
確
か
め
ら
れ
た
神
の
愛
と

祝
福
へ
の
絶
対
の
信
頼
を
土
台
に
し
て
、「
神
の
物
語
」
へ
と
私
た

ち
を
誘
い
ま
す
。（

ま
つ
し
ま
・
ゆ
う
い
ち
＝
大
阪
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
司
祭
） 

（
新
書
判
・
二
二
四
頁
・
本
体
一
一
〇
〇
円
＋
税
・
ヨ
ベ
ル
） 
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本
書
の
著
者
金
子
晴
勇
氏
は
、
大
著『
ル
タ
ー
の
人
間
学
』（一
九
七
五・ 

七
六
年
日
本
学
士
院
賞
受
賞
）や『
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
人
間
学
』

（
一
九
八
二
）
を
は
じ
め
、
西
洋
精
神
史
に
関
す
る
大
小
数
々
の
書
物

を
「
人
間
学
」
の
視
点
か
ら
発
表
し
て
き
た
碩
学
で
あ
る
。
八
八
歳

を
迎
え
た
今
年
六
月
に
も
生
涯
の
研
究
の
集
大
成
と
し
て
、
ま
た
も

や
大
著
『
キ
リ
ス
ト
教
人
間
学
―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
と
文
化
を
再
考

す
る
』（
知
泉
書
館
）を
出
版
さ
れ
た
。
本
書「
は
じ
め
に
」に
よ
る
と
、

こ
れ
ら
の
学
問
的
著
作
は
す
べ
て
難
解
で
、「
も
う
少
し
や
さ
し
い
も

の
を
書
い
て
く
れ
」
と
言
っ
た
旧
友
も
あ
る
ら
し
い
。
そ
こ
で
著
者
が

所
属
す
る
井
草
教
会
や
老
年
に
な
っ
て
か
ら
勤
め
た
聖
学
院
大
学
で

わ
か
り
や
す
く
話
し
た
学
内
講
話
や
説
教
の
中
か
ら
四
〇
編
を
選
ん

で
編
集
し
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
四
〇
編
を
選
ん
だ
の
は
、
モ
ー

セ
の
荒
野
の
旅
四
〇
年
に
な
ぞ
ら
え
た
故
で
あ
る
と
言
う
。

各
編
毎
に
、
ま
ず
有
名
か
つ
重
要
な
聖
句
が
掲
げ
ら
れ
、
そ
れ
ら

の
御
言
葉
の
真
理
を
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
を
は
じ
め
西
洋
精
神
史
に
つ

い
て
の
著
者
の
該
博
な
知
識
も
援
用
し
て
説
明
し
、
説
き
明
か
す
形

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
旧
約
聖
書
か
ら
十
編
、
た
と
え
ば
、
創
世
記

一・二
七
、
詩
編
五
一・一
九
な
ど
有
名
か
つ
重
要
な
テ
キ
ス
ト
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
新
約
聖
書
か
ら
は
、
福
音
書
か
ら
一
四
、
パ
ウ
ロ

書
簡
一
二
、
そ
の
他
四
と
な
っ
て
い
る
。

四
〇
編
の
う
ち
、
二
つ
ほ
ど
講
話
の
内
容
を
短
か
く
紹
介
し
よ

う
。
ま
ず
「
11　

霊
と
真
理
に
よ
る
礼
拝　

ヨ
ハ
ネ
四
・
二
四
」
は
、

主
イ
エ
ス
が
サ
マ
リ
ア
を
通
過
し
て
郷
里
ガ
リ
ラ
ヤ
へ
と
旅
を
し
た

時
、
そ
の
途
上
サ
マ
リ
ア
の
ス
カ
ル
の
井
戸
辺
で
出
会
っ
た
「
サ
マ
リ

ア
の
女
」
に
、
さ
り
げ
な
く
、「
水
を
飲
ま
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
語
り

か
け
、
や
が
て
不
品
行
の
故
に
五
人
の
男
と
関
係
し
て
い
た
こ
の
女

の
深
い
闇
に
迫
り
、「
井
戸
の
水
」
か
ら
「
生
け
る
水
」
を
経
て
「
永

遠
の
命
に
至
る
水
」
へ
と
話
を
す
す
め
、
女
の
暗
闇
部
分
を
照
ら
し

信
仰
へ
の
、
更
に
は
信
仰
の
育
成

わ
た
し
た
ち
の
信
仰 

そ
の
育
成
を
め
ざ
し
て 

金
子
晴
勇
著

〈
評
者
〉
原
田
博
充

† 
本
・
批
評
と
紹
介

出
し
、「
赤
裸
々
な
自
己
の
認
識
と
告
白
」
を
呼
び
起
こ
し
、「
霊
と

真
理
に
よ
る
礼
拝
」
に
目
ざ
め
さ
せ
る
次
第
が
わ
か
り
や
す
く
語
ら

れ
る
。
本
書
の
カ
バ
ー
写
真
に
は
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
「
キ
リ
ス
ト
と

サ
マ
リ
ア
の
女
と
の
対
話
」
が
選
ば
れ
て
い
る
。

　

今
一
つ
「
13　

二
つ
の
愛
の
物
語　

ヨ
ハ
ネ
一
三
・
三
四
」
を
紹
介

し
よ
う
。
こ
こ
で
も
前
半
に
は
、
こ
の
サ
マ
リ
ア
の
女
と
主
イ
エ
ス
と

の
対
話
が
く
り
返
し
取
り
あ
げ
ら
れ
る
が
、
講
話
の
後
半
で
は
、
そ

れ
と
の
対
比
と
し
て
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
オ
ヴ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
作
『
変
身

物
語
』
に
展
開
す
る
「
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
と
エ
コ
ー
」
の
愛
の
物
語
が
紹

介
さ
れ
る
。
あ
の
よ
く
知
ら
れ
た
水
仙
の
物
語
で
あ
る
。
こ
う
い
う

構
成
、
つ
ま
り
聖
書
の
物
語
や
御
言
葉
を
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
を
初
め

西
洋
精
神
史
上
の
出
来
事
や
逸
話
を
援
用
し
、
そ
れ
と
対
比
し
て
理

解
を
深
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
本
書
の
特
徴
が
あ
る
。

本
書
の
表
題
は
『
私
た
ち
の
信
仰
―
―
そ
の
育
成
を
め
ざ
し
て
』

で
あ
る
。「
私
た
ち
の
信
仰
」
は
使
徒
信
条
で
告
白
さ
れ
る
正
統
的
な

信
仰
で
あ
る
が
、「
そ
の
育
成
を
め
ざ
し
て
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
か
。「
信
仰
」
は
、「
育
成
」
と
か
「
成
長
」
に
よ
っ
て
得
ら

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
神
の
啓
示
へ
の
瞬
時
的
「
決
断
」
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
と
い
う
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
決
断
の
前
に
も

後
に
も
、
信
仰
へ
の
育
成
の
時
が
あ
る
。
本
書
は
、
ま
さ
に
著
者
の

該
博
な
知
識
を
援
用
し
て
、
読
者
に
信
仰
へ
の
育
成
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
ど
の
一
編
か
ら
読
み
始
め
て
も
よ
い
が
、
特
に
少
し
聖

書
を
読
み
始
め
て
こ
れ
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
を
深
く
学
び
始
め

よ
う
と
す
る
人
々
な
ど
に
お
す
す
め
し
た
い
書
物
で
あ
る
。　
　
　
　

 

（
は
ら
だ
・
ひ
ろ
み
つ=

京
都
み
ぎ
わ
キ
リ
ス
ト
教
会
前
牧
師
） 

（
新
書
判
・
二
四
〇
頁
・
本
体
一
一
〇
〇
円+

税
・
ヨ
ベ
ル
）  



19 18

■
キ
リ
ス
ト
新
聞
社

キ
リ
ス
ト
教
史
の
学
び（
下
）

越
川
弘
英
著

宗
教
改
革
か
ら
、
現
代
に
至
る
ま
で
、
世
界
の
隅
々
ま
で
宣
教
が
広

が
っ
て
い
く
様
子
を
分
か
り
や
す
く
解
説
。
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動

な
ど
、
現
代
社
会
に
お
け
る
世
界
各
地
の
キ
リ
ス
ト
教
の
姿
も
紹
介
。

Ａ
５
判
・
３
４
６
頁
・
本
体
予
価
２
２
０
０
円

■
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局

病
と
信
仰

　
　 

病
を
担
う
イ
エ
ス
と
生
き
る

黒
鳥
偉
作
著

病
者
に
キ
リ
ス
ト
が
寄
り
添
い
、
そ
の
病
を
共
に
担
っ
て
く
だ
さ
る

こ
と
。
そ
し
て
病
者
自
身
が
キ
リ
ス
ト
に
倣
っ
て
、
他
者
と
共
に
歩

む
者
と
さ
れ
て
い
く
こ
と
。
医
療
の
最
前
線
に
立
つ
医
師
で
あ
り
、

伝
道
者
で
も
あ
る
著
者
が
、
旧
新
約
聖
書
、
生
涯
の
師
・
平
山
正
実
、

ヘ
ン
リ
・
ナ
ウ
エ
ン
に
学
び
つ
つ
記
す
。

四
六
判
・
１
４
４
頁
・
本
体
１
３
０
０
円

現
代
キ
リ
ス
ト
教
教
育
学
研
究

　
　 

神
学
と
教
育
の
間
で

朴
憲
郁
著

多
く
の
神
学
生
を
牧
会
・
教
育
の
働
き
の
場
に
送
り
出
し
て
き
た
著

者
に
よ
る
、
聖
書
神
学
、
教
会
教
育
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
、
教

育
者
養
成
、
人
間
形
成
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
視
点
か
ら
キ
リ
ス
ト
教

教
育
学
を
論
じ
た
集
大
成
。
後
学
の
人
々
の
た
め
に
。
東
京
神
学
大

学
学
長
・
芳
賀
力
教
授
推
薦
。

Ａ
５
判
・
上
製
・
６
８
０
頁
・
本
体
７
５
０
０
円

■
新
教
出
版
社

教
義
学
要
綱
［
新
訳
／
ハ
ン
デ
ィ
版
］

カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
著
／
天
野
有
・
宮
田
光
雄
訳

戦
後
間
も
な
い
一
九
四
六
年
の
夏
学
期
、
敗
戦
に
打
ち
ひ
し
が
れ
る

ド
イ
ツ
の
学
生
た
ち
に
使
徒
信
条
を
用
い
て
行
っ
た
教
義
学
入
門
。

神
学
全
般
の
み
な
ら
ず
バ
ル
ト
神
学
へ
の
入
門
書
と
し
て
も
長
く
愛

読
さ
れ
て
き
た
名
著
が
、
天
野
有
・
宮
田
光
雄
両
氏
の
達
意
の
訳
に

よ
っ
て
清
新
な
姿
で
甦
る
。

小
Ｂ
６
判
・
３
５
２
頁
・
本
体
予
価
２
２
０
０
円

■
教
文
館

苦
し
み
と
悪
を
神
学
す
る

　
　 

神
義
論
入
門マ

ー
ク
・
S
・
M
・
ス
コ
ッ
ト
著
／
加
納
和
寛
訳

善
で
あ
り
全
能
で
あ
る
神
が
な
ぜ
悪
や
苦
し
み
の
存
在
を
許
し
て
い

る
の
か
？　

聖
書
に
お
け
る
悪
の
描
写
や
キ
リ
ス
ト
教
史
上
の
主
要

な
神
義
論
の
長
所
と
短
所
等
を
ま
と
め
、
新
た
な
対
話
の
道
筋
を
提

示
す
る
。

四
六
判
・
３
６
８
頁
・
本
体
３
６
０
０
円
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
で
世
の
中
が
混
迷

を
極
め
る
中
、
日
本
基
督
教
団
牧
師
、
山

田
稔
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と
を
知
ら

さ
れ
た
。
き
っ
と
、
ご
遺
族
の
配
慮
だ
と
思

う
が
葬
儀
の
情
報
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　
山
田
先
生
は
生
前
熱
心
に
牧
会
を
な

さ
り
、
そ
の
働
き
の
連
な
り
と
し
て
私
が
所
属
し
て
い
る
団
体
も
支

え
て
く
だ
さ
っ
た
。
新
入
職
員
だ
っ
た
と
き
山
田
先
生
は
す
で
に
ご

高
齢
だ
っ
た
の
で
接
し
た
時
間
は
短
か
っ
た
が
、
隠
退
後
の
今
も
職

場
に
は
、
先
生
の
活
動
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
お
世
話
に

な
っ
た
先
生
を
お
送
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
生
活
の
す
べ
て
を
狂
わ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
。
感
染
の
不

安
と
、
仕
事
が
進
ま
な
い
不
安
で
毎
日
が
過
ぎ
て
い
く
。

　
緊
急
事
態
宣
言
が
発
動
さ
れ
た
と
き
は
、
著
作
権
の
オ
ン
ラ
イ
ン

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
相
次
い
だ
。
人
手
の
少
な
い
職
場
は
こ
れ

ま
で
に
例
の
な
い
対
応
が
迫
ら
れ
、
一
時
、
大
変
忙
し
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
団
体
の
活
動
と
制
作
し
て
き
た
出
版
物
が
、
今
こ
の
難

局
に
お
い
て
誰
か
の
役
に
立
と
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
少

し
で
も
早
く
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
と
思
っ
た
。

　「
み
な
さ
ん
工
夫
を
さ
れ
て
、
乗
り
越
え
よ
う
と
な
さ
っ
て
い
る

の
で
す
ね
」
と
の
著
者
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
安
心
感
が
広
が
る
。

他
に
も
マ
ス
ク
を
く
だ
さ
る
方
や
、
自
粛
中
の
出
勤
に
労
い
の
メ
ー

ル
や
お
便
り
を
く
だ
さ
る
方
が
い
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
新
し
い
取
り
組
み
を
緊
急
企
画
す
る
と
、
協
力
的
な
姿
勢
で
応
援

し
て
く
だ
さ
る
方
に
も
感
謝
の
気
持
ち
が
溢
れ
る
。
山
田
先
生
も
か

つ
て
の
職
員
を
こ
ん
な
風
に
助
け
て
く
だ
さ
っ
た
に
違
い
な
い
。
大

切
に
覚
え
て
活
動
の
原
動
力
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。（
吉
崎
）

予 告    

本のひろば

２０２０年10 月号

本
・
批
評
と
紹
介

（
巻
頭
エ
ッ
セ
イ
）「
書
物
に
魅
せ
ら
れ
て
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吉
川
直
美
、

（
書
評
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任
哲
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森
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抵
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フ
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実
存

の
神
学
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ジ
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カ
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ヴ
ァ
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恵
み
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よ
っ
て

―
エ
フ
ェ
ソ
書
第
2
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上
）』
他
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ス
ト
教
書
販
売
株
式
会
社
　
電
話
〇
三
–
三
二
六
〇
–
五
六
七
〇

 ⁃ 

出
会
い
・
本
・
人

書
物
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
　
岩
村
義
雄

 ⁃
特
集「
疫
病
と
歴
史
」を
学
び
直
す
な
ら

こ
の
三
冊
！
　
村
上
陽
一
郎

 ⁃
本
・
批
評
と
紹
介

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス 

著
／
佐
藤
真
基
子
、
片
柳
榮
一
、
水
落
健
治 

訳

　

ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
著
作
集
第
19
／
Ⅰ　
詩
編
注
解（
３
）　
山
田
　
望

Ｗ
・
フ
ー
バ
ー 

著
／
宮
田
光
雄 

監
修
／
佐
藤
司
郎
、
木
部
尚
志
、
小
嶋
大
造 

訳

　

正
義
と
法
　
千
葉
　
眞

李　

信
建 

著
／
朴　

昌
洙 

訳　

キ
リ
ス
ト
教
神
学
と
は
何
か
　
齋
藤
五
十
三

林　

牧
人 

編　

信
仰
生
活
ガ
イ
ド 

主
の
祈
り
　
篠
田
真
紀
子

大
頭
眞
一 

著

　

ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
神
さ
ま
と
星
空
と 

創
世
記
・
上
　
ゲ
オ
ル
ギ
イ
　
松
島
雄
一

金
子
晴
勇 

著　

わ
た
し
た
ち
の
信
仰
　
原
田
博
充

近
刊
情
報

書
店
案
内

定
価
七
八
円（
税
抜
七
一
円
）（
〒
71
円
）

一
年
分
一
三
〇
〇
円（
送
料
共
）




